
２
０
１
９
年

６
月
26
日
に
日

比
谷
公
園
大
音

楽
堂
（
第
１
会

場
）
・
小
音
楽

堂(

第
２
会
場)

で
12
：
30
よ
り

開
会
さ
れ
、
滋

賀
建
築
か
ら
は

高

村

書

記

長

（
大
津)

･

上
田

執
行
委
員(

八

幡)
･

青
年
部
よ
り
中
村(

大
津
）
櫻

井(

大
津)

木
下(

大
津)

陣
内

(

大
津)

の
６
名
が
参
加
致
し
ま
し

た
。
49
県
連
組
合
集
結
し
、
動
員

規
模
は
３`

０
１
９
人
で
し
た
。

建
設
業
の
働
き
方
改
革
、
と
り

わ
け
建
設
技
能
労
働
者
へ
の
訂
正

水
準
の
賃
金
支
払
い
、
下
請
業
者

ま
で
の
適
正
・
確
実
な
法
定
福
利

費
・
安
全
経
費
の
支
払
い
の
た
め

の
施
策
を
講
じ
る
こ
と
。

建
設
国
保
を
育
成
・
強
化
す
る

こ
と
。
そ
の
た
め
、
国
庫
補
助
は

自
然
増
を
含
む
医
療
費
の
伸
び
を

勘
案
し
、
現
行
補
助
水
準
を
確
保

す
る
こ
と
。

地
域
建
設
産
業
の
振
興
、
担
い

手
確
保
・
育
成
の
た
め
の
支
援
策

を
強
化
す
る
こ
と
。
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
適
正
運
用

と
利
活
用
及
び
普
及
の
促
進
を
図

る
た
め
に
公
費
負
担
等
を
講
ず
る

こ
と
。

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
根
絶

と
、
被
害
を
受
け
た
す
べ
て
の
建

設
従
事
者
を
救
済
す
る
た
め
、
基

金
制
度
の
創
設
を
検
討
す
る
こ
と
。

さ
ら
な
る
消
費
税
率
引
き
上
げ

は
行
わ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
複
数

税
率
の
実
施
に
伴
っ
て
予
定
さ
れ

て
い
る
適
格
請
求
書
保
存
方
式
に

お
い
て
は
、
小
零
細
事
業
者
が
取

引
か
ら
排
除
さ
れ
な
い
仕
組
み
と

す
る
こ
と
な
ど
を
早
急
に
実
現
す

る
よ
う
要
請
す
る
た
め
に
、
決
起

大
会
の
後
、
炎
天
下
の
中
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
活
気
あ
る
デ
モ
行

進
が
行
わ
れ
た
。

【
執
行
委
員

上
田

記
】

今
春
よ
り
本
格
的
な
運
用
開
始
が

始
ま
っ
た
『
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
』
は
、
技
能
者
ひ
と

り
一
人
の
就
業
実
績
や
資
格
を
登

録
し
、
技
能
の
公
正
な
評
価
、
工

事
の
品
質
向
上
、
現
場
作
業
の
効

率
化
な
ど
に
つ
な
げ
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

事
業
者
に
と
っ
て
は
技
能
者
の

就
業
状
況
を
容
易
に
確
認
で
き
る

ほ
か
、
入
退
場
に
IC
カ
ー
ド
を
使

う
こ
と
に
よ
り
、
現
場
の
入
場
管

理
等
の
効
率
化
が
図
れ
ま
す
。

技
能
者
に
と
っ
て
は
自
分
の
資
格

や
就
業
履
歴
を
証
明
で
き
る
た
め
、

働
く
現
場
に
か
か
わ
ら
ず
、
適
正

な
評
価
と
処
遇
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

事
業
者
、
技
能
者
双
方
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

滋
賀
建
築
で
は
受
付
窓
口
を
開

設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
申
込

み
の
際
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
11
月
12
日
に
は
滋
賀
県

で
建
設
業
振
興
基
金
主
催
の
「
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
説

明
会(

２
０
１
９
年
度)

」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
★
説
明
会
の
詳
細
は

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

HP
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
事
務
局

記
】

令
和
元
年
８
月
21
日(

水)

近
江
八
幡
商
工
会
議
所
、

８
月
26
日
（
月)

滋
賀
県
建

築
会
館
に
於
い
て
『
フ
ル

ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用

作
業
特
別
教
育
』
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
72
名
、
39
名
の

組
合
員
さ
ん
が
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
労
働
対

策
部
主
催
と
言
う
事
で
は

あ
っ
た
の
で
す
が
、
担
当

者
（
私
）
が
全
く
現
場
に

出
た
事
が
無
い
素
人
で
あ
っ

た
為
、
髙
村
書
記
長
に
講

師
を
お
願
い
し
、
私
が
進
行
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

不
慣
れ
な
為
、
拙
い
司
会
で
し
た

が
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無

事
に
講
習
会
を
終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
お
仕
事
に
お
い
て
、

労
働
災
害
の
防
止
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

次
回
開
催
は
未
定
で
す
。
詳
細
が

決
ま
り
次
第
、
追
っ
て
ご
連
絡
申

し
上
げ
ま
す
。

【
労
働
対
策
部

記
】

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
制
度
は
、
毎

年
末
の
住
宅
ロ
ー
ン
残
高
、
又
は
、

住
宅
の
取
得
対
価
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
少
な
い
方
の
金
額
の
１
％
が
、

10
年
間
に
渡
り
所
得
税
額
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き

れ
な
い
場
合
に
は
住
民
税
か
ら
も

一
部
控
除
さ
れ
、
加
え
て
消
費
税

率

10
％
が
適
用
さ
れ
る
住
宅
の
取

得
を
し
て
、
令
和
元
年
10
月
1
日

か
ら
、
令
和
２
年
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
入
居
し
た
場
合
に
は
控
除

期
間
が
３
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

す
ま
い
給
付
金
制
度
は
、
住
宅

ロ
ー
ン
減
税
と
合
わ
せ
て
消
費
税

率
増
税
に
よ
る
負
担
の
軽
減
を
は

か
る
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
収

入
に
よ
っ
て
給
付
額
が
変
わ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税

率
８
％
時
は
収
入
額
の
目
安
が
５

１
０
万
円
以
下
の
方
を
対
象
に
最

大
３
０
万
円
で
あ
っ
た
の
が
、
10

％
時
は
収
入
額
の
目
安
が
７
７
５

万
円
以
下
の
方
を
対
象
に
最
大
５

０
万
円
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

次
世
代
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、

消
費
税
率
10
％
引
き
上
げ
支
援
対

策
と
し
て
一
定
の
性
能
を
有
す
る

住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

を
行
う
と
、
省
エ
ネ
・
環
境
配
慮

商
品
や
家
事
軽
減
に
資
す
る
商
品

や
子
育
て
関
連
の
商
品
な
ど
と
交

換
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
が
発
行
さ
れ

る
制
度
で
す
。

贈
与
税
非
課
税
枠
は
、
父
母
や

祖
父
母
の
直
系
尊
属
か
ら
、
住
宅

取
得
資
金
の
贈
与
を
受
け
て
住
宅

を
取
得
し
た
場
合
、
贈
与
税
が
最

大
３`

０
０
０
万
円
ま
で
非
課
税
と

な
る
。

【
税
対
部

記
】

７
月
に
お
願
い
し
ま
し
た
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
結
果
が
出
ま
し
た
。

５`

２
７
９
枚
を
頂
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
達
の
中
建
国
保
の
存
続
に
大

切
な
行
動
で
す
。
11
月
に
2
回
目

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
社
保
対
部

記
】

八
幡
支
部
推
薦
表
彰
の
浦
口
様

の
お
名
前
が
間
違
っ
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
【
教
宣
部
】
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消
費
税
増
税
対
策

増
税
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
支
援
策
を
活
か
そ
う

フルハーネス型安全帯使用作業特別教育 建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
本
格
導
入
開
始

令
和
元
年
度

予
算
要
求

は
が
き
要
請
行
動
の

御
礼
と
秋
の
要
請
行
動

滋賀県建築組合会報 第 33 号

※
前
号
の
訂
正
と
お
詫
び

新型フルハーネスの装備

6・26予算要求中央総決起集会

「がんばろう」三唱で 一致団結

若
者
た
ち
よ
！
建
設
業
に
集
え
！

建設労働者の働く環境を良くするための予算要求を勝ち取ろう



長
浜
建
築
組
合
で
は
、
今
年
度

も
、
７
月
21
日(
日)
に
長
浜
市
内

３
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
の
奉

仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

早
朝
よ
り
青
年
層
の
組
合
員
が

多
数
ご
参
加
頂
き
楽
し
い
奉
仕
活

動
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
、
今
後
も
組
合
活
動
に
、

ご
協
力
願
い
ま
す
。

長
浜
建
築
組
合
で
は
、
教
育
施

設
環
境
の
充
実
に
よ
り
、
子
供
た

ち
の
教
育
を
支
援
し
た
い
、
と
い

う
思
い
か
ら
毎
年
７
月
に
市
内
の

小
中
学
校
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど

も
園
な
ど
の
施
設
を
対
象
と
し
て
、

本
職
の
木
工
技
術
を
活
か
し
、
木

製
建
具
や
木
製
備
品
の
修
繕
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
奉
仕
作
業
は
、
昭
和
52
年

か
ら
毎
年
継
続
さ
れ
、
今
年
で
42

回
目
と
な
り
、
子
供
た
ち
や
学
校
、

園
職
員
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
大

変
好
評
な
事
業
で
す
。

一
昨
年
度
に
は
多
年
等
に
わ
た

り
教
育
行
政
に
積
極
的
に
参
加
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
地
方
自
治

法
施
工
70
周
年
記
念
、
総
務
大
臣

表
彰
を
頂
き
ま
し
た
。

【
支
部
長

徳
田

靖
治

記
】

令
和
元
年
9
月
16
日

（
月)

滋
賀
県
建
築
組
合

大
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
る
恒
例
の
行
事

で
、
な
ん
と
今
回
で
第

45
回
目
の
開
催
を
迎
え

ま
し
た
。
10
年
ほ
ど
前

は
１
０
０
０
人
を
超
え

る
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
が
、
組
織
減
少
・
弱
化
・
高
齢

化
に
よ
り
年
々
参
加
者
減
の
問
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
夏

は
、
異
常
気
象
に
よ
る
集
中
豪
雨

や
台
風
な
ど
お
天
気
が
心
配
に
な

り
ま
し
た
が
、
秋
晴
れ
の
下
、
全

19
支
部
、
約
６
０
０
名
の
組
合
員

さ
ん
、
ご
家
族
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
毎
日
の
大
工
道
具
を

リ
レ
ー
の
バ
ト
ン
や
綱

引
き
の
綱
に
持
ち
替
え
、

二
日
後
の
筋
肉
痛
を
恐

れ
な
い
勇
敢
な
お
姿
で
、

皆
さ
ん
の
ご
健
闘
が
光

日
野
支
部
で
は
、
長
年
小
学
校

や
、
幼
稚
園
な
ど
の
要
望
を
聞
き
、

遊
具
や
、
備
品
の
作
成
、
修
繕
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
仕
事
を
し
て
い
る
、
建

築
組
合
員
と
し
て
、
地
域
へ
の
恩

返
し
を
行
い
、
こ
ど
も
た
ち
に
、

木
の
手
作
り
の
製
品
に
触
れ
て
も

ら
い
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
と
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て

お
り
ま
す
。

今
年
は
、
地
域
の
３
つ
の
小
学

校
の
本
棚
や
み
ざ
ら
、
ジ
ャ
ン
ピ

ン
グ
台
の
作
成
、
運
動
会
の
入
場

門
の
修
繕

を
行
い
ま

し
た
。
組

合
員
７
名

で
取
り
組

み
１
日
か

け
て
製
品

が
完
成
し

ま
し
た
。

後
日
、
各

小
学
校
に

納
品
に
伺

い
、
各
校

要
望
の
品

を
納
め
て
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
支
部
長

歯
黒
義
和

記
】

り
ま
し
た
。
全
体
順
位
は
１
位
…

石
部
支
部
、
２
位
…
日
野
支
部
、

３
位
…
彦
根
支
部
で
し
た
。
石
部

支
部
さ
ん
は
大
会
二
連
覇
と
な
り

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。結

果
よ
り
、
組
合
員
さ
ん
の
団

結
が
一
層
強
ま
り
、
と
て
も
実
り

多
き
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

何
か
と
ご
多
忙
な
中
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
し
た
組
合
員
さ
ん
・

ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
ま
た
ご
準
備

い
た
だ
き
ま
し
た
甲
西
支
部
の
皆

さ
ん
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

現
在
、
滋
賀
県
建
築
組
合
で

は
定
期
大
会
や
研
修
旅
行
、
新

年
会
な
ど
の
行
事
は
支
部
の
代

表
者
（
代
議
員
）
を
集
い
ご
参

加
い
た
だ
く
形
態
を
採
っ
て
い
ま

す
の
で
、
全
組
合
員
さ
ん
を
対
象

に
開
催
さ
れ
る
行
事
は
運
動
会
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

一
堂
に
多
く
の
組
合
員
さ
ん
が

会
す
る
、
唯
一
の
場
で
あ
る
運
動

会
は
守
り
続
け
て
い
き
た
い
行
事

の
一
つ
で
す
。
昭
和
か
ら
平
成
、

そ
し
て
令
和
へ
と
時
代
に
則
し
た

変
化
を
し
な
が
ら
、
も
っ
と
も
っ

と
魅
力
の
有
る
運
動
会
を
開
催
し

て
参
加
者
増
を
目
指
し
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
事
務
局

記
】

青
年
部
活
動
に
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
、

滋
賀
県
建
築
組
合
大
津
支
部
で

は
、
45
才
未
満
の
組
合
員
さ
ん
は

青
年
部
部
員
と
な
っ
て
い

ま
す
。

た
だ
、
そ
の
事
を
ご
存

じ
な
い
、
又
は
、
青
年
部

が
あ
る
事
を
知
ら
な
い
組

合
員
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
現
在
青
年
部

活
動
部
員
の
私
た
ち
が
皆

さ
ん
に
青
年
部
の
活
動
参

加
の
お
誘
い
に
参
り
ま
し

た
。
青
年
部
は
毎
年
９
月
、

竜
王
ド
ラ
ゴ
ン
ハ
ッ
ト
等

に
て
行
わ
れ
て
い
る
「
建
築
組
合

運
動
会
」
「
大
津
支
部

ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
」
の
計
画
、
運
営
、
「
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
参

加
」
等
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
年
に
数
回
飲
み
会
も
企

画
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
そ
れ
ら
に
加
え
、
青
年

部
独
自
の
マ
キ
タ
工
場
見
学
旅
行

を
企
画
し
ま
し
た
。

青
年
部
に
入
る
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
「
同
年
代
の
横
の
つ
な

が
り
」
が
出
来
る
事
が
あ
り
ま
す

５
月
30
日
に
も
青
年
部
員
で
新
築

工
事
の
棟
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
気
軽
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

参
加
し
て
も
良
い
と
い
う
方
は

ご
連
絡
を
、

滋
賀
県
建
築
組
合

大
津
支
部

０
７
７
‐
５
２
２
‐
７
３
８
１

ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
す

ぐ
に
部
会
案
内
を
送
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
。

【
青
年
部
長

中
村

義
人

記
】

長
浜
支
部
だ
よ
り

第
42
回
住
宅
デ
ー
開
催

青
年
部
・
大
津
支
部
よ
り

2019 中建国保 【 滋賀建築 大運動会 】

今年も主婦の会より原爆慰霊祭の折り鶴を献納

日
野
支
部
だ
よ
り
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玉入れはやさしいようで難しい

蒲生支部、綱引きでダントツの強さをみせる

こどもたちも猛ダッシュ

恒例のボランティア活動

地元へ恩返し・ボランティア活動

健康体力づくり事業


